
S 域：水面近くの好気性水域 
D O：溶存酸素（O2（aq）の意味）

   または溶存酸素濃度 
Org：有機物、有機化合物 
  （CaHbOcNdPeSf） 
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好気状態で，有機化合物が完全に酸化されると，見かけ上，反応(1)により CO2，硝酸イオ

ン，リン酸イオン，硫酸イオンが生成する。 
窒素が硝酸まで酸化されないと反応(2)によってアンモニアが生成する。 
 
DO が０に近いが，硝酸イオンがあれば，脱窒菌が硝酸を使って呼吸系で有機化合物を分解

し，N2を生成する（脱窒）。 
  
好気域より下の水圏および堆積汚泥はともに嫌気状態であり，未分解の有機化合物は嫌気

的に分解される。 
分解生成物として CO2，メタン，アンモニア，硫化水素がある。アンモニアと硫化水素が

悪臭物質である。 
汚染が進んでいると水域の濁りのために太陽光は嫌気域まで届かないので，嫌気性菌であ

る緑色イオウ細菌および紅色イオウ細菌は光合成を行わない。したがって硫化水素は消費さ

れない。 
 
嫌気域で生成したアンモニアと硫化水素はそのまま好気域に拡散する。好気域に硝化菌や

イオウ酸化菌が棲息すれば，それぞれ硝酸イオンや硫酸イオンに変換されようが，好気域の

幅は狭いのでそれらの菌の棲息数は少ない上、活性は高くない。 
したがって、アンモニアおよび硫化水素は濃度をほとんど低下しないで気圏へ放散する。 
また嫌気域で生成したメタンはそのまま気圏へ放散する。 

※ 図１．典型的な汚染水域
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酸素は気圏（空気）から吸収されるが，水域の汚染の程度に応じて好気状態の領域（好気

域Ｓ）の幅（水面からの深さ）は狭くなる。 
有機化合物を分解する微生物により溶存酸素（DO）が多消費されるためである。 

  
典型的な汚染水域 － ウオーターキーパー添加前 （図１） 
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